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皆
さ
ん
は
、
入
谷
一
丁
目
の

県
道
五
十
一
号
線
入
谷
バ
イ
パ

ス
が
す
ぐ
脇
を
通
る
一
画
（
右

図
参
照
）
に
、「
護
王
姫
大
明

神
社
」
（
通
称
＝
護
王
姫
社
）

と
い
う
社

や
し
ろ

と
大
ケ
ヤ
キ
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
護
王
姫
社
は
、
安
産
の

守
り
神
と
し
て
地
元
の
人
た
ち

に
愛
さ
れ
て
い
る
社
で
す
が
、

こ
の
護
王
姫
社
に
は
実
は
、
護

王
姫
と
大
ケ
ヤ
キ
に
ま
つ
わ
る

い
く
つ
か
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

座
間
に
伝
わ
る
伝
説
の
一
つ

で
は
、
鎌
倉
時
代
に
、
源
頼
朝

に
追
わ
れ
た
義
経
が
、
奥
州

（
現
在
の
岩
手
県
周
辺
）
藤
原

氏
を
頼
っ
て
落
ち
延
び
て
い
く

際
、
身
重
な
が
ら
に
主
の
後
を

追
っ
た
側
室
の
午
王
姫

ご
お
う
の
ひ
め

（
護
王

姫
の
こ
と
）
が
、
こ
の
地
に
お

い
て
難
産
の
末
に
母
子
と
も
に

命
を
落
と
し
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
を
哀
れ
に
思
っ
た
当
時
の
村

人
た
ち
が
、
墓
標
代
わ
り
に
と

ケ
ヤ
キ
を
植
え
二
人
を
弔
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
の
ケ
ヤ
キ
が
、
現
在
も
境
内

に
茂
る
大
ケ
ヤ
キ
（
樹
高
約
三

十
メ
ー
ト
ル
、
根
回
り
六
・
八

メ
ー
ト
ル
、樹
齢
約
三
〇
〇
年
）

で
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
市
の

指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
義
経
と
護
王
姫
の
伝

説
以
外
に
も
、
村
の
起
こ
り
や

寺
社
仏
閣
の
起
源
な
ど
を
当
時

の
村
役
人
が
ま
と
め
た
「
座
間

古
説
」
に
、
鎌
倉
時
代
初
期
の

常
盤
御
前
と
平
清
盛
の
娘
護
王

姫
の
逸
話
と
し
て
、
さ
ら
に
海

老
名
市
に
は
、
室
町
時
代
に
足

利
持
氏
の
親
戚
に
当
た
り
な
が

ら
幕
府
と
対
立
し
戦
い
に
敗
れ

た
、
一
色
伊
予
守
六
郎

い
っ
し
き
い
よ
の
か
み
ろ
く
ろ
う

の
妻
護

王
姫
の
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
い

く
つ
か
の
伝
説
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
い
ず
れ
の
伝
説
も
、
追

っ
手
か
ら
逃
げ
る
一
人
の
身
重

の
女
性
が
こ
の
地
で
難
産
の
末

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ

を
哀
れ
ん
だ
村
人
が
墓
標
代
わ

り
に
ケ
ヤ
キ
を
植
え
、
さ
ら
に

社
を
建
て
安
産
の
守
り
神
と
し

て
祭
っ
た
と
い
う
こ
と
が
共
通

し
て
い
ま
す
。

護
王
姫
社
は
、前
述
の
通
り
、

安
産
の
守
り
神
と
し
て
地
域
の

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す

が
、
特
に
そ
の
願
い
は
絵
馬
に

託
さ
れ
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
十
四
年
の
調
査
で
は
、

五
千
三
十
二
点
も
の
絵
馬
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

確
認
し
た
絵
馬
は
、
記
名
な
ど

か
ら
、
明
治
時
代
か
ら
平
成
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
物
と
分

か
り
、
ま
た
奉
納
者
も
、
座
間

市
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
各
地

や
東
京
、
遠
く
は
福
岡
県
な
ど

か
ら
の
来
訪
者
の
名
前
も
あ

り
、
多
く
の
人
が
祈
願
に
訪
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、

多
く
は
安
産
を
祈
願
し
た
も
の

や
無
事
に
出
産
し
た
こ
と
に
対

す
る
お
礼
の
絵
馬
で
し
た
が
、

中
に
は
、
病
気
平
癒
を
願
っ
た

も
の
な
ど
、
安
産
以
外
の
祈
願

も
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

悲
し
い
人
生
を
歩
ん
だ
護
王

姫
は
、
今
で
は
地
域
の
幸
せ
を

見
守
る
存
在
と
し
て
、
ま
た
、

護
王
姫
を
弔
っ
て
植
え
ら
れ
た

ケ
ヤ
キ
は
、
幸
せ
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

数
々
の
伝
説
を
宿
し
、
天
高

く
そ
び
え
立
つ
大
ケ
ヤ
キ
。
こ

の
先
い
っ
た
い
ど
ん
な
伝
説
を

宿
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

護王姫大明神社　案内図�
ごおうのひめ�

至相武台前駅�

至座間駅�

小
田
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線�
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車販売店�

（大ケヤキ）�

レストラン�
コンビニエンス�

ストア�

護王姫大明神�

県
道
五
十
一
号
線
　
入
谷
バ
イ
パ
ス�

現在の大ケヤキ

明治43年ごろの大ケヤキ

市内に伝わる義経と護
王姫の伝説や大ケヤキ
（市指定重要文化財）を
紹介します。
○とき　11月22日（火）
～12月18日（日）
午前9時～午後4時30分

○ところ　ハーモニーホ
ール座間（市民文化会
館）常設展示室

○入場　自由
担当 生涯学習推進課

�046（252）8476
�046（252）4311

社と石碑�

奉納されていた絵馬
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【
統
計
調
査
関
係
】

○
青
木
昭
江
（
相
模
が
丘
五
丁

目
）
＝
各
種
の
統
計
調
査
に

精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の
推

進
に
寄
与

○
稲
垣
み
さ
子
（
相
武
台
一
丁

目
）
＝
各
種
の
統
計
調
査
に

精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の
推

進
に
寄
与

○
佐
藤
勝
代
（
ひ
ば
り
が
丘
二

丁
目
）
＝
各
種
の
統
計
調
査

に
精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の

推
進
に
寄
与

○
中
村
美
津
子
（
相
武
台
一
丁

目
）
＝
各
種
の
統
計
調
査
に

精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の
推

進
に
寄
与

【
市
民
生
活
関
係
】

○
石
川
ヒ
サ
ヱ
（
相
模
が
丘
四

丁
目
）
＝
交
通
安
全
を
は
じ

め
地
域
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与

○
河
内
富
郎
（
相
模
が
丘
四
丁

目
）
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

司
会
を
続
け
ら
れ
、
市
民
の

触
れ
合
い
の
推
進
と
郷
土
愛

の
醸
成
に
寄
与

【
保
健
医
療
関
係
】

○
廣
井
基
祥
（
緑
ケ
丘
五
丁

目
）
＝
地
域
に
密
着
し
た
医

療
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
保
健

医
療
の
向
上
に
寄
与

【
産
業
経
済
関
係
】

○
座
間
市
ひ
ま
わ
り
推
進
協
議

会
（
入
谷
一
丁
目
）
＝
ひ
ま

わ
り
植
栽
を
通
し
て
農
業
振

興
と
観
光
資
源
の
拡
大
に
取

り
組
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与

【
都
市
環
境
関
係
】

○
長
谷
川
定
男
（
相
模
が
丘
四

丁
目
）
＝
桜
並
木
の
保
全
を

は
じ
め
地
域
緑
化
に
尽
力
さ

れ
、
都
市
環
境
の
向
上
に
寄

与
○
井
上
芳
男
（
相
模
が
丘
四
丁

目
）
＝
桜
並
木
の
保
全
を
は

じ
め
地
域
緑
化
に
尽
力
さ

れ
、
都
市
環
境
の
向
上
に
寄

与
○
鈴
鹿
・
長
宿
区
域
街
づ
く
り

協
定
運
営
委
員
会
（
入
谷
一

丁
目
）
＝
歴
史
あ
る
街
並
み

景
観
の
保
全
整
備
に
取
り
組

ま
れ
、
都
市
環
境
の
向
上
に

寄
与

【
教
育
文
化
関
係
】

○
蛭
間
元
之
（
海
老
名
市
下
今

泉
五
丁
目
）
＝
農
村
歌
舞
伎

の
指
導
を
続
け
ら
れ
、
伝
統

芸
能
の
保
存
・
継
承
に
寄
与

○
本
多
愛
男
（
新
田
宿
）
＝
市

体
育
協
会
の
会
長
と
し
て
市

民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
尽
力

さ
れ
、
社
会
体
育
の
振
興
に

寄
与

○
木
俣
吉
男（
座
間
二
丁
目
）＝

市
体
育
協
会
の
役
員
と
し
て

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
尽

力
さ
れ
、
社
会
体
育
の
振
興

に
寄
与

○
入
谷
歌
舞
伎
会
（
入
谷
一
丁

目
）
＝
農
村
歌
舞
伎
の
復

興
・
保
存
に
取
り
組
ま
れ
、

市
民
文
化
の
向
上
に
寄
与

【
善
行
関
係
】

○
臼
井
清（
入
谷
五
丁
目
）＝
公

園
の
清
掃
活
動
を
自
主
的
に

続
け
ら
れ
、
環
境
美
化
に
寄

与
さ
れ
た
こ
と
は
他
の
模
範

【
市
民
生
活
関
係
】

○
鈴
木
淳
（
入
谷
三
丁
目
）
＝

自
治
会
長
と
し
て
地
域
自
治

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与

【
福
祉
関
係
】

○
原
典
子
（
相
模
が
丘
一
丁

目
）
＝
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

○
黒
田
友
子
（
小
松
原
二
丁

目
）
＝
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

○
平
井
宏
美
（
ひ
ば
り
が
丘
五

丁
目
）
＝
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与

○
b
橋
ヒ
ロ
子
（
相
武
台
二
丁

目
）
＝
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

○
森
田
和
子
（
相
武
台
四
丁

目
）
＝
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与

○
d
川
b
子
（
入
谷
三
丁
目
）＝

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

【
保
健
医
療
関
係
】

○
古
川
數
男
（
相
武
台
三
丁

目
）
＝
学
校
嘱
託
医
と
し
て

学
校
保
健
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

【
教
育
文
化
関
係
】

○
北
田
茂
（
座
間
二
丁
目
）
＝

文
化
財
調
査
員
と
し
て
郷
土

文
化
財
の
調
査
研
究
に
尽
力

さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

○
（
故
）
井
上
通
千
男
（
入
谷

五
丁
目
）
＝
文
化
財
調
査
員

と
し
て
郷
土
文
化
財
の
調
査

研
究
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与

【
行
政
関
係
】

○
大
矢
金
夫
（
南
栗
原
一
丁

目
）
＝
行
政
改
革
審
議
会
委

員
と
し
て
行
政
改
革
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
、
公
共
の
福
祉
へ
の
貢
献
や
文
化
の

振
興
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
二
十
四
人
三
団
体
で
す
。

式
典
で
は
、
星
野
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
浄
財
な
ど
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
一
人
三
団
体
に
は
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
（
敬

称
略
）。

担
当

秘
書
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

【
寄
付
行
為
】

○
㈱
ダ
イ
シ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
信

広
告
事
業
部
（
ひ
ば
り
が
丘

五
丁
目
）
＝
社
会
福
祉
に
深

い
理
解
を
示
さ
れ
、
貴
重
な

庁
務
用
自
動
車
を
寄
贈

○
土
地
家
屋
調
査
士
法
人
新
日

本
登
記
測
量
事
務
所
（
大
和

市
深
見
東
二
丁
目
）
＝
社
会

福
祉
に
深
い
理
解
を
示
さ

れ
、
貴
重
な
浄
財
を
寄
付

○
三
蔵
商
事
㈱
（
東
原
三
丁

目
）
＝
社
会
福
祉
に
深
い
理

解
を
示
さ
れ
、
貴
重
な
浄
財

を
寄
付

○
児
玉
重
雄
（
相
模
が
丘
三
丁

目
）
＝
市
民
の
安
ら
ぎ
を
願

わ
れ
、
貴
重
な
絵
画
五
点
を

寄
贈

座間市に緑を育てる市民の会
では「公園・広場・街かど花づ
くり運動」を実施しています。
この運動は、主に座間公園、か
にが沢公園、芹沢公園、相模が
丘仲よし広場の花壇を、夏咲き
と冬咲きの花を植え替えながら
管理しています。
同会では、この運動のボランティア参加者を募集します。協

力していただける方は、担当までご連絡ください。なお、今回
の花壇の植え替えは、座間公園、かにが沢公園、芹沢公園で11
月19日（土）午前９時から実施します（小雨決行）。
担当 座間市に緑を育てる市民の会事務局（公園緑政課内）

�046（252）7221 �046（255）3550

五
歳
か
ら
七
十
歳
代
ま
で

が
楽
し
め
る
一
輪
車
。
そ
の

ク
ラ
ブ
が
座
間
市
に
は
三
つ

あ
る
。
中
で
も
相
模
野
一
輪

車
ク
ラ
ブ
（
会
長
　
熊
谷
毅
志

さ
ん
）
は
、
歴
史
が
古
く
、
規

模
も
大
き
い
。

創
立
は
昭
和
六
十
三
年
。
当

初
は
三
十
人
ほ
ど
だ
っ
た
ク
ラ

ブ
員
も
、
今
で
は
八
十
人
以
上

に
な
り
県
内
で
も
最
大
だ
。

一
輪
車
の
競
技
種
目
に
は
、

演
技
（
ペ
ア
と
団
体
）
と
レ
ー

ス
（
短
距
離
、
マ
ラ
ソ
ン
、
駅

伝
）
の
二
部
門
が
あ
る
。
ま
た
、

ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
球
技
を
や
る

こ
と
も
で
き
る
。

同
ク
ラ
ブ
の
得
意
と
す
る
の

は
演
技
で
、
十
六
年
連
続
全
国

大
会
に
出
場
し
、
七
年
前
に
は

最
高
の
九
種
目
を
制
覇
。
国
際

大
会（
平
成
十
二
年
・
北
京
）

で
も
三
位
の
実
績
が
あ
り
、

実
力
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
。
強
さ
の
秘
密
は

「
特
別
な
こ
と
は
な
に
も
…
。

た
だ
、
子
ど
も
た
ち
に
、“や

ら
さ
れ
て
い
る
”と
い
う
感
覚

を
持
た
せ
な
い
よ
う
、
自
主

性
を
尊
重
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
」
と
指
導

の
津
田
啓
介
さ
ん
。

　
ま
た
、
コ
ー
チ
が
子
ど
も

を
一
人
ず
つ
指
導
す
る
の
で

は
な
く
、
お
姉
さ
ん
た
ち
が

年
少
者
を
教
え
る
。つ
ま
り
、

“み
ん
な
が
先
生
”
な
の
だ
。

津
田
さ
ん
の
指
導
理
念
は

「
楽
し
く
や
り
な
が
ら
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
」
だ
。
ク
ラ
ブ
員
た
ち
も

「
毎
日
練
習
し
て
い
る
と
、

う
ま
く
な
っ
て
い
く
か
ら
楽

し
い
ョ
」
と
同
じ
言
葉
を
口

に
し
て
い
る
。

みんな楽しみながら

一
　
般
　
表
　
彰�

自
治
功
労
表
彰�

感
謝
状
贈
呈�

一
輪
車
っ
て
素す

敵て
き



▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～７歳
６カ月未満（なるべく18カ月までに）※指定日厳守

▽とき＝①11月29日（火）②30日
（水）午後１時15分～２時15分受け
付け（時間厳守）▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝①平成17年
８月生まれ②平成17年９月生まれ
（対象者には個人通知をします）

▽とき＝12月９日（金）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽とき＝11月29日（火）午前10
時～11時30分▽ところ＝市民健
康センター▽内容＝離乳食のす
すめ方、子どもの発達について
▽対象＝生後７カ月～８カ月児
（第１子に限る）とその保護者
▽持ち物＝母子健康手帳、マグ
カップ、ティースプーン▽申込
方法＝電話予約
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保�予�保健医療課�

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間�
◆休日昼間�
診療科目� 電話番号� 診療場所�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
歯　科�

耳鼻咽喉科�
外科・婦人科・眼科�

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）�
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分�

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分�
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分�
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５２）８２１７�
�０４２（７５６）９０００�
�０４６（２５１）０１１９�

◆夜　間�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 受付時間�

受付時間�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
外　科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分�
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分�

午後６時～10時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５１）０１１９�

◆深　夜�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 診療時間�

小児科（外科系を除く）�

内科・外科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ�
さい。� 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時）�

午後10時～翌朝午前８時�

�０４６（２５５）９９３３�

�０４６（２５１）０１１９�
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３�

▽とき＝12月２日（金）午前９時
～正午▽ところ＝市民健康センタ
ー▽内容＝乳幼児期の運動発達面
での心配についての理学療法士に
よる相談▽対象＝生後４カ月～１
歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝12月13日（火）午前10時～10時
45分、午前10時45分～11時30分▽とこ
ろ＝市役所１階保健医療課▽内容＝食事
療法や健康全般についての栄養士・保健
師による相談▽持ち物＝健康手帳（お持
ちでない方には当日発行）▽申込方法＝電話予約

対　象�
と　　き�

３月生まれ�
４月生まれ�
７月生まれ�

２・３月生まれ�
４・７月生まれ�

11月16日（水）�
11月18日（金）�
11月24日（木）�

11月17日（木）�
11月21日（月）�
11月25日（金）�

11月22日（火）�
11月28日（月）�

１日～15日生まれ�16日～末日生まれ�
と　き� ところ� 受付時間�

11月21日（月）�

12月２日（金）�

午前９時30分�
　～10時30分�

市民健康センター�

北地区文化センター�

と　き� ところ� 受付時間�

11月18日（金）�

11月25日（金）�

午前９時30分�
　～10時30分�

市民健康センター�

北地区文化センター�

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所�046（224）1111

専門医による精神保健相談および認知症相談
▽とき＝①12月５日（月）②14日（水）③21日（水）
④27日（火）午後１時30分～４時▽ところ＝①②③厚
木保健福祉事務所④サニープレイス座間▽内容＝心の
病気の治療や社会復帰などの相談、認知症についての
相談▽申込方法＝電話予約

▽とき＝12月６日、20日
いずれも火曜日午前９時
30分～午後４時▽内容＝
病気のある方などの食事
に関する相談▽申込方
法＝電話予約

▽とき＝12月13日（火）午後１時30
分～２時▽内容＝簡単な歯肉チェッ
クとブラッシング指導▽対象＝40歳
未満および妊婦の方▽申込方法＝電
話予約

▽とき＝12月１日（木）午後１時30分～２時▽対象＝
心身障害者▽申込方法＝電話予約

▽とき＝毎週月曜日午後１時30分～３時（電話相談は
随時）▽申込方法＝電話予約

健康なまちづくり�
コーナー�

健康なまちづくり�
コーナー�

医師によるヘルスセミナー
「基本健康診査の結果について」

○と　き　12月15日（木）午後１時30分～３時
○ところ　市民健康センター
○対　象　40歳以上の方
○内　容　基本健康診査の検査値の見方を学ぶ
○定　員　60人（先着順）
○参加費　無料

○持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ちでない方には
当日発行します）

○申込方法　12月14日（水）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　12月１日（木）午
前10時～午後２時

○ところ　市民健康センター
○内　容　高脂血症予防の食
事作りを学ぶ

○講　師　栄養士
○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○受講料　200円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、ふきん、筆記用具、
健康手帳（お持ちでない方には当日発行します）

○申込方法　11月25日（金）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　①12月７日
（水）②19日（月）午
後１時30分～３時30
分

○ところ　①北地区文
化センター②市民健
康センター

○内　容　継続してで
きるプログラムを学
び実践する

○講　師　健康運動指導士
○対　象　40歳以上でコレステロール・中性脂肪が
高めの方

○定　員　各30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、電卓、健康手帳（お持ちでな
い方には当日発行します）

○申込方法　各開催日前日までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

栄養専門相談

歯ぐき検診

エイズ無料検査

おいしいヘルシークッキング
～生活習慣病予防のための料理講習会

運動実践プログラム

障害児者のための歯科相談

予ポリオ（急性灰白髄炎）

予ＢＣＧ接種

保健康相談

保個別健康相談

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保もぐもぐ教室

保発達相談

保育児相談

インフルエンザの予防接種は、必要性や副反
応などをよく理解した上で受けてください。接
種を受けることは義務ではありません。あくま
でも本人が希望する場合に限ります。
気になることや分からないことは、接種を受

ける前に医師や担当にご相談ください。
○接種期間　12月最終診療日まで
○接種場所　市が契約している医療機関
○対象者　65歳以上で座間市に住民登録または外
国人登録がある方、60歳から64歳で心臓・腎
臓・呼吸器機能で身体障害者1級に該当する方

○費　用　自己負担金1500円（世帯全体が非課税
の方は700円、生活保護受給者および老齢福祉
年金受給者で世帯全体が非課税の方は免除）

○持ち物　健康保険証
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

高齢者の�
インフルエンザ予防接種�
高齢者の�
インフルエンザ予防接種�
高齢者の�
インフルエンザ予防接種�
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収
益
的
収
支
の
決
算
は
、
グ

ラ
フ
１
、
２
の
と
お
り
で
す
。

収
入
の
合
計
は
、
十
九
億
二
千

六
百
六
十
七
万
九
千
円
。
前
年

度
と
比
較
す
る
と
九
千
八
百
十

一
万
四
千
円
、
四
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
道
利
用
加
入
金
の
減

少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

支
出
の
合
計
は
、
十
八
億
三

千
三
百
十
七
万
五
千
円
。
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
二
千
四
百

第
三
回
定
例
市
議
会
（
九
月
開
催
）
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
水
道
事
業
会
計
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
決
算
額
は
、
収
入
総
額
十
九
億
七
千
九
百
十

五
万
九
千
円
、
支
出
総
額
三
十
一
億
二
千
六
百
七
十
八
万
四
千
円
で
し
た
。
こ
の
水
道
事
業
会
計
の
中
身
は
、
水
道

事
業
の
経
営
活
動
に
関
す
る
費
用
の
収
支
で
あ
る
「
収
益
的
収
支
」
と
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
に
か
か
わ
る
費
用
の

収
支
で
あ
る
「
資
本
的
収
支
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

担
当

水
道
業
務
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
７
４
７
０
　
�
０
４
６（
２
５
７
）
４
１
５
５

地下水（一部県から受水）をくみ上げ、皆さんの家庭に水を送るまでの生産経
費を給水原価といいます。また、水を供給したときの販売価格を供給単価といい
ます。この二つは、水道事業の経営状況を判断する上での目安となります。
平成16年度の給水原価は、１立方メートル当たり126円11銭（グラフ１参照）、

供給単価は118円88銭、給水原価と供給単価の差額は７円23銭でした（グラフ２
参照）。なお、平成16年度の給水実績は、下表のとおりです。

グラフ２　　給水原価と供給単価�グラフ１　　給水原価の内訳�

100

105

110

115

120

125

130

135
（円）�

平成11 12 13 14 15 16（年度）�

給水原価�
供給単価�

126円11銭（1立方メートル当たり）�

資本費　44円07銭（34.94％）�

給与費　16円43銭（13.03％）�
動力費　 6円28銭（ 4.98％）�動力費　 6円28銭（ 4.98％）�
修繕費　 8円03銭（ 6.37％）�修繕費　 8円03銭（ 6.37％）�

受水費　28円16銭（22.33％）�

委託費　13円49銭（10.70％）�
その他　 9円65銭（ 7.65％）�

水道水１立方メートル当たりの価格

多発する犯罪から子どもやお年寄りなどを守るため、自治会や市民団
体などが自発的に防犯パトロール隊を結成し、見回りや声掛けなどを実
施する活動が市内各地で広まっています。また、活動の広がりとともに、
市内の犯罪発生件数が大幅に減少しています（下表参照）。
「防犯」というと警察や行政に任せきりにしていたかもしれませんが、
皆さんも「地域のことは地域で守る」という意識を持って活動してみま
せんか。防犯パトロールに参加するなど、一緒に防犯活動を行って、よ
り一層の「安全安心なまちづくり」を進めていきましょう。

担当 協働まちづくり課 �046（252）8237 �046（255）3550

「協働」とは、市民
と行政が相互の
理解と信頼の下、
目的を共有し、連
携・協力して地域
の公共的な問題
の解決を目指す
ことです。 

協働のまちづくりを�
目指して�
協働のまちづくりを�
目指して�
協働のまちづくりを�
目指して�

その３ 

座間警察署管内刑法犯発生状況�

自 動 車 盗 �

車 上 狙 い �

自販機荒し

空き巣狙い�

74�

161�

27�

121�

平成17年�
（１～８月）�

147�

310�

109�

168�

平成16年�
（１～８月）�

－73�

－149�

－82�

－47

前年比�
年　別�

犯罪別�

市では、市内で生産されている16品目の商品を「座間市特産品」として
認定していましたが、このたび新たに４品目を追加しました。どれも各店
の自信の一品ですので、ぜひ贈答品としてもご利用ください。
○ひまわり 餡

あん

に白インゲンを使用した和菓子。市の花ヒマワリのように
皆さんに親しんでもらおうと、心を込めて作りました。
【問い合わせ先】菊津喜�042（743）1990

○ざまっ子 白餡の中に栗が入った和菓子で、一口ほお張ると栗のおいし
さが口の中に広がります。
【問い合わせ先】とよだや�046（251）3026

○石川の焼豚 表面はカリッと香ばしく、中はジューシーで味わい深い。
着色料や保存料は使用していません。
【問い合わせ先】肉の石川�046（251）4129

○冬のひまわり ひまわり焼酎を約５カ月間シェリー酒樽で寝かせること
により、香り豊かでマイルドなコクを出しました。
【問い合わせ先】県央小売酒販組合座間支部�046（251）0546（恵比寿酒
米店）

担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

市勤労者サービスセンターは、中小企業で働く人たちの福利厚生と事
業所の発展援助を目的とした団体です。ホテルや旅館の利用助成やボウ
リング大会やスキーツアーなど楽しい催し、結婚や子どもの入学時の祝
い金の給付など、さまざまな事業で皆さんの生活を応援します。事業所
単位でも個人単位でも加入できますので、ぜひご入会ください。
【対　象】
○事業所での加入の場合＝市内に事業所がある中小企業の勤労者と事業
主

○個人での加入の場合＝市内の中小企業に勤務する勤労者と事業主、ま
たは市内在住で市外の中小企業に勤務する勤労者と事業主

【事業内容】
○福利厚生事業＝宿泊施設の利用助成、各種チケットあっせん、バスツ
アーの開催

○人間ドックの費用一部助成事業
○給付事業＝結婚・出産・入学の祝い金、傷病・住宅災害の見舞金、死
亡弔慰金、永年勤続慰労金などの給付

○貸付あっせん事業
担当 市勤労者サービスセンター事務局（商工観光課内）

�046（252）7604 �046（255）3550

市では、市内中小企業の事業活動を支援するため、
中小企業事業者が金融機関から事業活動のために受け
た融資について、その利子の一部や信用保証料の一部
を補助しています。
○対　象　運用資金または設備資金として、県中小企
業事業資金融資や金融機関から中小企業事業向けの
融資を受けた事業者
※県信用保証協会の信用保証の付いた融資に限る。

【中小企業事業資金利子補助】
○補助額　年利0.5パーセント以内（上限５万円）
※県経営安定資金の場合は0.8パーセント以内（上限10万円）とする。

○補助期間　融資日から起算して36カ月以内
【信用保証料補助】
○補助額　支払った保証料の50パーセント以内（上限１万５千円）
申込方法など詳しくは担当にお問い合わせください。

担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

市の芸術・文化の祭典「平成17年度市民芸術祭」の12月分の開催内容は
下記のとおりです。家族や友人とお誘い合わせの上、ご来場ください。
【写真展】
○と　き　12月２日（金）～４日（日）午前９時30分～午後５時（４日は
午後４時まで）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）ギャラリー
【演劇公演】
○と　き　12月11日（日）①午後２時～②午後３時15分～
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール
○内　容（出演者） ①宝の地図（演劇工房ＷＡ！）②桃源郷で、月が哭

な

く。（TEAM MISS★CAST）
担当 生涯学習推進課 �046（252）8476 �046（252）4311

市の水道事業は、皆さんが納めた水道料金で運営しています。しかし近
年、水道料金などの未納額の増加が深刻な問題となっています。水道料金
は水道を利用するすべての方に負担していただくべき経費です。しかし未
納が増えると、きちんと支払っている方の料金だけで賄うことになり、不
公平が生じてしまいます。
市では、水道料金の未納を減らすため、水道料金・下水道使用料の未納

集金業務と精算検針業務を、㈱日本ウォーターテックスに委託しています。
支払い忘れなどの未納金の集金や引っ越しなどによる料金精算を、平日は
もちろん土曜・日曜日、祝日でも戸別に訪問して実施しています。なお、
同社の担当者は、訪問の際に市発行の「受託者証」を携帯しています。不
審に思ったときには、必ずご確認ください。

水道料金などのお支払いは口座振替が便利です。振替依頼書に必要事項
を記入のうえ、預（貯）金通帳と通帳印を持参し、取扱金融機関（振替依
頼書裏面に記載）、郵便局にお申し込みください。また、平日の昼間（営
業時間内）にお申し込みに行く時間のない方は、必要事項を記入、通帳印
を鮮明に押印の上振替依頼書を市へ郵送してください。口座振替手続きを
仲介します。
なお、振替日は、検針の翌月７日（土曜・日曜・祝日で金融機関などが

休業の場合は翌営業日）です。
＊口座振替依頼書の用紙がない場合は郵送しますので、担当にご連絡くだ
さい。
担当 水道業務課 �046（252）7480 �046（257）4155

給水実績�

行 政 区 域 内 人 口 �
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１ 日 最 大 配 水 量 �
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125,594�
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127,343�

51,326�
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45,940�
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128,430�

52,510�

40,763�

46,354�

304

16年度�

128,772�

128,252�
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40,215�

45,405�

306

用語解説（グラフ１、２関係）�

用語解説（グラフ３、４関係）�

水道料金収入�給水収益�

水道利用加入金�

雑収益�

その他営業収益�

受託給水工事�
収益�

原水、浄水、配水�
及び給水費�

減価償却費�

総係費�

過年度損益�
修正損�

新規給水申込者などから徴収する負担金�

水道用地の貸付料など�

配水管切廻し修繕負担金など�

委託された給水装置の新設や修繕などの�
工事による収益�

地下水をくみ上げ、各家庭などに供給する�
までに要する費用�

建物や施設などの価値の減少を各年度ごと�
に配分した費用�

管理や水道料金の徴収などに要する経費�

過年度の収入や収入見込額を減額修正した�
際の損金�

支払利息及び�
企業債取扱諸費�

借入金の利息など�

資産減耗費�

受託給水工事費�

負担金�

固定資産売却代金�

企業債償還金�

メーター費�

配水設備工事費�

土地購入費�

建物などを取り壊す際の工事費など�

委託された給水装置の新設や修繕などの�
工事に要する費用�

新たに配水管等を布設するとき受益者より�
工事費の全部または一部を徴収する負担金�

使用不能メーターなどの売却費�

借入金の元金償還額�

水道メーターの購入代�

水道管の布設など施設整備に要する費用�

水道用地の購入代�

投資有価証券� 有価証券の購入代�

グラフ１　収益的収支�

グラフ２� グラフ４�

グラフ３　資本的収支�
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平成16年度水道事業決算 平成16年度水道事業決算 平成16年度水道事業決算 平成16年度水道事業決算 
水道料金の�
　　支払い忘れはありませんか？�

土曜・日曜日でも精算できます

口座振替が便利です

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

座間市勤労者サービスセンター会員募集

中小企業を支援します！�

広がっています！“協働”での防犯活動
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○実施期間　12月28日（水）まで
○診査内容　歯の状況、歯周病、歯
列、あご関節など

○対　象　40～70歳の市内在住者
（歯科疾患治療中の方は除く）
○負担金　1000円（免除対象と思わ
れる方は担当に確認を）

○受診方法　受診票持参の上、各医
療機関へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

国民健康保険基本健康診査を実施
中です。健康状態の把握や病気の早
期発見のため、早めに申し込み受診
しましょう。
○対　象　座間市国民健康保険加入
者で、４月１日現在で35～39歳の
方

○受診期限　平成18年２月28日（火）
○受診料　2300円（別に500円が必
要な場合あり）

○申込方法　対象者に送付したお知
らせ往復はがきに必要事項を記入
の上、平成18年１月31日（火）ま
でに返信（必着）
※お知らせはがきが手元にない場
合は、担当にご連絡ください。

担当 国保年金課
�046（252）7672 �046（252）7043

○と　き　11月26日（土）午後１時
～３時30分（午後０時30分～受け
付け）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　中学生の主張作文コンク
ール入選者発表、善行ほう賞者表
彰、落語家桂才賀さんによる記念
講演「子どもを叱

しか

れない大人たち
へ」

○入場料　無料
担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

１月１日～10月30日
（物件事故を含まず）

〇と　き　11月27日（日）午後３時
～４時30分

〇ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）リハーサル室
〇内　容　正しい姿勢や均整のとれ
た体を維持するためにバレエを習
う

〇対　象　50歳以上の方
〇定　員　30人（先着順）
〇参加費　無料
〇持ち物　筆記用具、タオル、飲み
物（動きやすい服装で）

〇保　育　あり（要予約）
〇申込方法　11月25日（金）までに
直接・電話・ファクス・電子メー
ルで、住所・氏名・年齢・電話番
号を担当へ

担当 健康づくり課
�046（252）7995 �046（255）3550

電子メール
healthy@city.zama.kanagawa.jp

〇と　き　12月３日（土）午前９時
30分～11時30分

〇ところ　市公民館
〇内　容　市民の歌に合わせた健康
体操で運動習慣を身に付ける

〇対　象　市内在住・在勤者
〇定　員　50人（先着順）
〇参加費　無料
〇持ち物　室内用運動靴、筆記用具、
タオル、飲み物など

〇申込方法　12月２日（金）までに
直接・電話・ファクス・電子メー
ルで担当へ（定員に満たない場合
は、当日も受け付け）

担当 健康づくり課
�046（252）7995 �046（255）3550

電子メール
healthy@city.zama.kanagawa.jp

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
〇と　き　11月30日（水）午後１時
～３時

〇ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

〇申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（255）7043

〇と　き　11月23日（水）午後０時
45分～３時（午後０時15分開場）

〇ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大ホール
〇内　容　座間市演奏家連盟所属演

奏家による演奏と市民音楽祭女声
合唱団による合唱

〇入　場　自由
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

〇と　き　12月13日（火）午後１時
30分～３時（午後１時開場）

〇ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
〇内　容　「お父さんが作った子守
歌」の作者石田巍

たかし

さんの話と、子
守歌やクリスマスの名曲の演奏

〇対　象　未就学児～
〇参加費　無料
〇定　員　200人（先着順）
〇申込方法　電話で担当へ
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

〇と　き　12月１日（木）～27日
（火）午前９時～午後３時30分
（水曜日は午後２時30分まで）の
期間で、任意の３日間（土曜・日
曜日、祝日を除く）

〇ところ　もくせい園（栗原小学校
隣）

〇内　容　知的障害者の作業の手伝
いや散歩付き添いなど

〇対　象　18歳以上の方
〇定　員　１日当たり二人まで
〇参加費　１日380円（昼食代）
〇申込方法　11月25日（金）までに
直接・電話で担当へ

担当 もくせい園
�046（253）0804 �046（254）7717

◆ブックトークと楽しい工作
「大おとこと小びとの本」の紹介
とクリスマスカード作り
〇と　き　12月10日（土）午後１時
30分～３時30分

〇対　象　幼児～小学校低学年
〇定　員　30人（先着順）
〇参加費　無料
〇持ち物　のり、はさみ、クレヨン
〇申込方法　12月３日（土）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆北文町中たんけん隊Ⅱ
〇と　き　12月11日（日）午前10時
～午後２時30分

〇集合場所　北地区文化センター
※午前８時に集合し、バスで移動。
〇内　容　山北町ふるさと交流セン
ター見学と間伐作業体験、みかん
狩り

〇対　象　市内在住の親子
〇定　員　15組（先着順）
〇参加費　親1000円、子ども500円
※３歳未満は無料

〇申込方法　11月30日（水）までに
電話・ファクスで同センターへ

◆パソコン入門講座
「さわってみようパソコン」
〇と　き　12月14日（水）、16日
（金）午後１時30分～４時30分
（全２回）
〇内　容　文字入力を学び、インタ
ーネットやメールなどを体験する

〇対　象　パソコン初心者で全日程
に参加できる市内在住・在勤者

〇定　員　16人（多数抽選）
〇参加費　無料
〇申込方法　11月19日（土）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆ひがし子ども映画会
〇と　き　11月19日（土）午前10時
30分～11時30分

〇上映作品　「百目のあずきとぎ」
「あしたぶたの日ぶたじかん」
〇入　場　自由（幼児は保護者同伴）

◆ハッピークリスマス
～ミニリースを作ろう
〇と　き　12月10日（土）午前10時
～正午

〇内　容　クリスマスの飾りとして
ミニリースを作る

〇対　象　市内在住の小学生
〇定　員　30人（多数抽選）
〇参加費　500円（材料代）
〇持ち物　筆記用具、タオル、作品
を入れる袋

〇申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、ふりがな、学年、
郵便番号、住所、電話番号を記入
し、｢ハッピークリスマス参加希
望」と明記の上、11月25日（金）
まで（消印有効）に同センターあ
て郵送

◆こどもインターナショナル
クッキング
〇と　き　①12月17日（土）②平成
18年１月29日（日）③２月４日
（土）④３月18日（土）いずれも
午前10時～午後１時

〇ところ　①②東地区文化センター
③④市公民館

〇内　容　①アメリカ編②イギリス
編③イタリア編④メキシコ編。各
国の料理について、調理実習と試
食をし、その国の生活習慣などの
話を聞く

〇対　象　市内在住・在学の小学生
～高校生
※小学４年生以下は保護者同伴。
〇定　員　各回15人（多数抽選）
〇参加費　一回一人につき600円程
度※保険代100円、材料代を含む

〇申込方法　往復はがきに参加者の
氏名（小学４年生以下は同伴の保
護者氏名も）、年齢、住所、電話
番号、①～④の参加希望回（複数
回の申し込み可）を記入し、｢こ
どもインターナショナルクッキン
グ参加希望」と明記の上、11月30
日（水）まで（消印有効）に同セ
ンターあて郵送

◆臨時清掃作業員（ごみ収集作業）
○募集人数　１人
○応募資格　18～39歳の健康な方
○勤務期間　12月19日（月）～12月
30日（金）、平成18年１月４日
（水）～１月20日（金）
○勤務日時　月曜～金曜日午前８時
30分～午後５時

○賃　金　日額10046円～10833円
（経験年数による）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、11月
25日（金）までに本人が担当に持
参

担当 清掃課
�046（252）8724 �046（252）7641

◇地域福祉ふれあい基金へ
▽30万円＝三蔵商事�▽6687円＝清
野節子

○加入しましょう！労働保険
労働保険は政府が管理、運営して

いる強制的な保険であり、原則とし
て労働者を一人でも雇っていれば適
用事業となり、その事業主は労働保
険の加入手続きをしなければなりま
せん。なお、事業主の故意または重
大な過失により、加入手続きをして
いない期間中に労災事故が起きて労
災保険給付を行った場合、遡

そ

及
きゅう

して
労働保険料を徴収するほか、労災保
険給付額の全部または一部を事業主
から徴収します▽問い合わせ先＝厚
木労働基準監督署　�046（228）1331
�046（228）1334
○預金保険法による預金などの保護
預金保険法により、預金取扱金融

機関が破綻した場合の預金などの保
護は次の通り取り扱います▽当座預
金や利息の付かない普通預金＝「決
済用」として全額保護▽定期預金や
利息の付く普通預金など＝１金融機
関につき預金者一人当たり元本1000
万円までとその利息を保護▽問い合
わせ先＝金融機関の窓口または預金
保険機構�03（3212）6029
○横浜地方法務局「女性の人権ホッ
トライン」特設電話相談

▽とき＝11月20日（日）午前10時～
午後５時▽内容＝DV（夫やパート
ナーからの暴力）、セクハラ（職場
などにおける性的嫌がらせ）、スト
ーカー行為などに関する女性の人権
相談▽担当者＝県人権擁護委員連合
会所属の人権擁護委員▽相談費用＝
無料▽電話番号＝特設�045（663）
9960（20日のみ）、常設�045（212）
4364
○神奈川県民のスケート教室
▽とき＝11月27日、12月４日、11日、
18日、平成18年１月22日、29日、２
月19日、26日いずれも日曜日午後６
時10分～８時15分▽ところ＝神奈川
スケートリンク（横浜市神奈川区）
▽参加費用＝１回1500円、２回セッ
ト2500円、親子セット（親子各１人）

2500円（入場・指導・保険料、貸し
靴代）▽対象＝４歳以上の方▽定
員＝各先着100人▽申込方法＝往復
はがきに参加者全員の住所、氏名、
性別、年齢、電話番号を明記の上、
11月18日（金）までに〒224－0007
横浜市都筑区荏田南１－20－１－
207神奈川県スケート連盟普及部事
務局あて郵送▽問い合わせ先＝同事
務局�045（941）7457
○南中学校吹奏楽部と
さがみフィルハーモニックによる
クリスマスコンサート
▽とき＝12月10日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）▽ところ＝
南中学校体育館▽内容＝楽しいおし
ゃべりと「ハンガリア舞曲」「クリ
スマスフェスティバル」などのオー
ケストラ演奏を楽しむ▽定員＝先着
300人▽入場料＝無料▽持ち物＝上
履き、ビニール袋（外履き用）▽注
意事項＝会場に駐車場はありませ
ん。暖かい服装でお越しください▽
申込方法＝電話で�046（257）4096
（小玉）へ
○栗の実保育園　野外造形展
▽とき＝11月26日（土）午後０時30
分～午後４時、27日（日）午前10時
～午後３時▽ところ＝栗の実保育園
（東原1-6-30）▽内容＝「童話の世界」
をテーマにした作品展示、紅花染・
ステンドグラス作成などの無料体験
コーナー▽入場＝自由▽問い合わせ
先＝同保育園�046（254）1929
○座間吹奏楽愛好会　定期演奏会
▽とき＝11月19日（土）午後５時～
７時30分▽ところ＝町田市民ホール
▽演奏曲＝ロミオとジュリエット、
リトルマーメイドメドレー、仁義な
き戦いほか▽定員＝先着800人▽入
場料＝無料▽申込方法＝当日直接会
場へ▽問い合わせ先＝�046（251）
5731（山本）
○住まいと健康セミナー
～健康で快適に暮らすために
▽とき＝11月18日（金）午後１時30
分～午後４時▽ところ＝ウェルネス
さがみはら７階（相模原市富士見
６－１－１）▽内容＝講演「シック
ハウス症候群にならないための予防
対策」、パネルディスカッション▽
定員＝先着150人▽参加費＝無料▽
申込方法＝電話で県生活衛生課�
045（210）4950へ
○子ども自然教室
「ちっちゃな世界を探検だ！」
▽とき＝12月３日（土）午前９時30
分～午後０時30分ころ▽ところ＝県
立秦野ビジターセンター▽内容＝虫
眼鏡を持って、同センター周辺を探
検する▽対象＝４～８歳の子どもと
保護者▽定員＝20人（多数抽選）▽
参加費＝一人につき300円（保険・
資料代）▽申込方法＝11月19日（土）
まで（必着）に、往復はがき（あて
先〒259-1304秦野市堀山下1513）・
電子メール（アドレスhadano-vc@
kanagawa-park.or.jp）・ファクス
（�0463（87）9311）で、催し物名、
参加者全員の氏名、年齢、住所、電
話番号、ファクス番号を記入の上、
県立秦野ビジターセンターへ▽問い
合わせ先＝同センター�0463（87）
9300
○映画上映会
▽とき＝12月14日（水）午後２時30
分～（午後２時開場）▽ところ＝ハ
ーモニーホール座間小ホール▽内
容＝映画「Marines Go Home」
「HIBAKU SHA 世界の終わりに」
上映、鎌仲ひとみ監督の講演▽入場

料＝前売1000円、当日1200円▽チケ
ット申込方法＝同ホール�046（255）
1100へ▽問い合わせ先＝電話で�
046（254）2774（佐藤）
○高座施設組合屋内温水プール
【水中ストレッチング教室】▽と
き＝12月13日～27日毎週火曜日午後
３時30分～５時（全３回）▽内容＝
水中歩行専用流水プールを使ったス
トレッチ運動をする▽対象＝高校生
以上で全日程に参加できる方▽定
員＝20人（多数抽選）▽持ち物＝水
着、水泳帽、タオル※水泳用ゴーグ
ル着用可【アクアビクス教室】▽と
き＝12月８日～22日毎週木曜日午前
10時30分～正午（全３回）▽内容＝
音楽に合わせて、水中で体操・スト
レッチ運動をする▽対象＝全日程に
参加できる方▽定員＝30人（多数抽
選）▽持ち物＝水着、水泳帽、タオ
ル【共通事項】▽参加費＝１回につ
き400円（施設入場料）▽申込方
法＝往復はがき１枚に参加者一人の
氏名、年齢、住所、電話番号を記入
し、11月30日（水）まで（必着）に
参加を希望する教室名を明記の上、
高座施設組合屋内温水プール〒
243－0417海老名市本郷20－１あて
郵送▽問い合わせ先＝同プール�
046（238）8780
○家庭裁判所の成年後見の手続き
認知症、知的障害、精神障害など

により判断能力が不十分な方は、家
庭裁判所の成年後見の手続きを利用
できます。成年後見人等は、本人の
心身の状態や生活状況に配慮しなが
ら、契約などを代理し、本人の財産
などを管理します。本人が座間市に
住んでいる場合には、横浜家庭裁判
所相模原支部の窓口で手続きの説明
をしています▽問い合わせ先＝同支
部�042（755）8661
○石綿取扱い作業従事者特別教育
▽とき＝11月27日（日）午後１時
～５時45分▽ところ＝神奈川土建
一般労働組合座間海老名支部（西栗
原１－７－33）▽内容＝石綿障害
予防規則に定める作業従事者の特
別教育▽対象＝建設業従事者▽定
員＝先着50人▽参加費＝2000円▽
問い合わせ・申込先＝電話で同支
部�046（255）3215
○小学生から大人のための国際交流
海外派遣事業参加者募集
▽とき＝①冬期（２～３月）、②春
休み３月末～４月初旬▽派遣先＝①
アメリカ、イギリス、カナダなど②
アメリカ、イギリス、ニュージラン
ドなど▽内容＝ホームステイ、ボラ
ンティア体験、文化交流など▽対
象＝①18歳以上の方②小学３年～高
校３年生▽参加費＝22万5千円～35
万円※別途共通経費が掛かります▽
問い合わせ・資料請求先＝�国際青
少年研修協会�03（3359）8421

○着付けサークルすみれ
▽内容＝一人で着物を着ることがで
きるように着付けとマナーを学ぶ▽
とき＝毎月３回金曜日午前10時～正
午▽ところ＝青少年センター▽会
費＝月額2500円▽連絡先＝�046
（255）8508（千葉）
○筝友会
▽内容＝流派を問わず琴を楽しむ▽
とき＝毎月第１・３水曜日午後１時
～５時▽ところ＝市公民館▽対象＝
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どなたでも。初心者歓迎▽会費＝月
額3500円▽問い合わせ先＝�046
（255）1826（西塚）
○琴伝流大正琴湖陽会
▽内容＝大正琴を楽しむ▽とき＝毎
月２回木曜日午前９時30分～11時30
分▽ところ＝ひばりが丘コミュニテ
ィセンター▽会費＝月額2000円▽連
絡先＝�046（254）2488（木本）
○ファンキッズ
▽内容＝子ども向けジャズダンスを
楽しむ▽とき＝毎月３回月曜日午後
５時～５時50分▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝４歳児～小学校３
年生▽会費＝２カ月4500円（入会金
1200円）※随時無料体験可▽連絡
先＝�046（253）5340（青山）
○シェイプアップフラワー
▽内容＝だれにでもできる体操とス
トレッチを楽しむ▽とき＝毎月４回
木曜日午後７時30分～９時▽とこ
ろ＝北地区文化センター▽会費＝月
額2000円（入会金1500円）▽連絡
先＝�046（254）3073（宮沢）
○和裁サークル
▽内容＝楽しく着物を縫う▽とき＝
毎月２回火曜日午後１時～４時▽と
ころ＝北地区文化センター▽会費＝
月額1000円▽連絡先＝�042（742）
4185（堤）
○沙羅の会
▽内容＝平家物語を読む▽とき＝毎
月第４火曜日午後２時～４時▽とこ
ろ＝市公民館▽連絡先＝�046（253）
5867（伊藤）
○相模が丘バドミントンクラブ
▽とき＝毎週土曜日午後８時～10時
▽ところ＝相模が丘小学校体育館▽
会費＝月額1000円▽連絡先＝�080
（1022）2449（角田）
○祥葉会
▽内容＝書道を楽しむ▽とき＝第
２・４木曜日午後４時～▽ところ＝
市公民館▽対象＝小学生以上の方▽
会費＝月額1000円▽連絡先＝�046
（252）3719（坪屋）
○創心書道クラブ
▽内容＝書道を初歩から習う▽と
き＝毎月第１・３金曜日午前10時～
正午▽ところ＝東地区文化センター
▽会費＝月額2000円▽連絡先＝�
046（255）3782（丸山）
○サークル遊
▽内容＝フォークダンスを楽しむ▽
とき＝毎月３回木曜日午後７時30分
～９時45分▽ところ＝ひばりが丘コ
ミュニティセンター▽対象＝初心者
▽会費＝月額1000円▽連絡先＝�
046（253）9681（K村）
○静心会
▽内容＝心身の健康に役立つ気功を
学ぶ▽とき＝毎月３回土曜日午前10
時～11時▽ところ＝立野台コミュニ
ティセンター▽連絡先＝�046（254）
4063（屋良）
○ちびっこ・ジュニア体操サークル
▽内容＝マット、跳び箱、鉄棒、な
わとびなどを楽しむ▽とき＝毎週土
曜日午後１時30分～４時30分▽とこ
ろ＝東原小学校体育館▽対象＝年中
児～小学６年生▽会費＝月額1750円
※ほかに保険代年額500円、Ｔシャ
ツ代1500円▽連絡先＝�046（258）
1812（小島）
○よつば会
▽内容＝油彩を中心に水彩・パステ
ル画などを描く▽とき＝毎週金曜日
午後１時～４時▽ところ＝市公民館
など▽対象＝どなたでも。初心者歓
迎▽会費＝月額2000円▽連絡先＝�
046（253）7498（栗原）

忘れていませんか？成人歯科
健康診査は12月28日までです！

国民健康保険基本健診を
受診しましょう

市青少年健全育成大会
～つなげよう　子どもと親と地域の力

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数

初めてのバレエ講座

WE LOVE ZAMA! 健康体操

障害者スポーツ教室

市民音楽祭（演奏の部）
～私のお気に入りパート２

芸術文化セミナー「音楽の泉＠座間」
～おかあさんのための　やすらぎ音楽会

もくせい園ボランティア体験講座
～あなたの空いてる時間にもくせ
い園へいらっしゃいませんか？

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163



【座間市のお知らせ】�

11.15
広報�

◆平成17年（2005年）11月15日発行�
◆座間市秘書室情報推進課編集�
　〒228-8566　神奈川県座間市緑ケ丘1-1-1�
　　046（255）1111（代）　046（255）3550�
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　       ：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

多賀
た が

雄
ゆう

飛
ひ

ちゃん
H16. 9 . 1 生まれ　男
相模が丘 1 丁目

永
なが

井
い

響己
ひ び き

ちゃん
H16.12.19生まれ　男
相模が丘 6 丁目

池松
いけまつ

佳明
よしあき

ちゃん
H17. 1 . 9 生まれ　男
立野台 1 丁目

西潟
にしかた

颯人
は や と

ちゃん
H16. 9 .30生まれ　男
明王

杉
すぎ

田
た

唯
い

月
つき

ちゃん
H16.11. 4 生まれ　男
四ツ谷

亀
かめ

ヶ
が

盛
もり

蒼
そ

空
ら

ちゃん
H16. 9 .21生まれ　女
相武台 2 丁目

杉崎
すぎざき

愛
あい

実
み

ちゃん
H16.10.12生まれ　女
相武台 4 丁目

市
と
市
統
計
調
査
員
協
議
会

で
は
、
小
・
中
学
生
に
統
計
調

査
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
毎
年
「
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

十
八
回
目
と
な
る
今
回
は
、

市
内
小
・
中
学
生
か
ら
七
十
四

点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
各
作
品
と
も
観
察
記
録
や

資
料
集
め
の
努
力
の
成
果
が
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
色
彩
豊
か
な

グ
ラ
フ
に
見
事
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

入
賞
し
た
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

○
第
一
部（
小
学
一
・
二
年
生
）

▽
特
選
＝
中
村
百
花
（
東
原

小
二
年
）
▽
入
選
＝
杉
山
祐
磨

（
立
野
台
小
一
年
）
▽
佳
作
＝

川
上
莉
子
（
入
谷
小
二
年
）
▽

奨
励
賞
＝
角
田
達
哉
（
相
武
台

東
小
一
年
）
▽
市
統
計
調
査
員

協
議
会
奨
励
賞
＝
大
橋
勇
太

（
立
野
台
小
二
年
）

○
第
二
部（
小
学
三
・
四
年
生
）

▽
特
選
＝
武
藤
優
花
（
入
谷

小
三
年
）
▽
入
選
＝
杉
本
稜
介

（
相
武
台
東
小
四
年
）
▽
佳

作
＝
正
井
春
菜（
入
谷
小
三
年
）

▽
奨
励
賞
＝
小
野
愛
美
（
相
模

野
小
三
年
）
▽
市
統
計
調
査
員

協
議
会
励
賞
＝
川
上
令
央
（
入

谷
小
三
年
）

○
第
三
部（
小
学
五
・
六
年
生
）

▽
特
選
＝
小
野
寛
子
（
立
野

台
小
六
年
）
▽
入
選
＝
平
岩
里

菜
（
座
間
小
五
年
）
▽
佳
作
＝

岩
堀
悠
太
（
座
間
小
六
年
）
▽

奨
励
賞
＝
杉
本
朱
理
（
相
武
台

東
小
六
年
）
▽
市
統
計
調
査
員

協
議
会
奨
励
賞
＝
三
友
か
ん
な

（
相
武
台
東
小
五
年
）

○
第
四
部（
中
学
生
）

▽
特
選
＝
加
藤
茜
（
相
模
中

二
年
）
▽
入
選
＝
岩
堀
慧
太

（
西
中
二
年
）
▽
佳
作
＝
小
西

由
真
、
中
村
紗
央
里
、
本
橋
彩

子
（
栗
原
中
一
年
）

担
当

政
策
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

中村
なかむら

優
ゆう

香
か

ちゃん
H16.10. 8 生まれ　女
相武台 2 丁目

馬場
ば ば

胡
くる

実
み

ちゃん
H16.10. 9 生まれ　女
緑ケ丘 6 丁目

上記で紹介しました入賞作品（各部佳作まで）の展示をします｡この夏､
小・中学生が考え､感じて､調べた成果をどうぞご覧ください
○と　き　11月21日（月）～12月２日（金）午前８時30分～午後５時（土
曜・日曜・祝日を除く）

○ところ　市役所１階市民ホール

赤坂文耶さんの作品
「夏休みの気温と天気」

市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
に
先
立
ち
実
施
さ
れ
た
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
相
模
が
丘
小
三
年

赤
坂
文
耶
さ
ん
が
佳
作
に
入

賞
し
ま
し
た
。

来
年
も
多
く
の
力
作
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
三
部
特
選
小
野
寛
子
さ
ん
の
作
品

「
す
す
む
高
齢
化
社
会
in
座
間
」

県
統
計

県
統
計
グ
ラ
フ�

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

入
賞
作
品�

県
統
計

県
統
計
グ
ラ
フ�

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

入
賞
作
品�

県
統
計
グ
ラ
フ�

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品�

第54回�第54回�

第18回市統計グラフコンクール入賞作品展示会�

キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う基地強化に反対する座間市連絡協議会
は、米軍再編問題におけるキャンプ座間への米陸軍第一軍団司令部等の移転と自衛隊中央
即応司令部の新設置は、キャンプ座間の強化・恒久化につながり、市総合計画や昭和46
年の覚書に反するものとして一貫して反対してきました。
しかし、今回示された「中間報告」および政府の説明内容は、地元の意向を全く無視し

た一方的な勧告であり、到底受け入れられることの出来ない内容です。
つきましては、絶対反対の姿勢を市民一体となって貫き、キャンプ座間の基地強化・恒

久化に断固反対する市民大集会を下記のとおり開催しますので、多くの市民の皆さんのご
参加をお願いいたします。

○と　き　平成17年11月18日（金）午後７時～８時30分（午後６時～受け付け）
○ところ　市民文化会館（ハ－モニーホール座間）大ホール

※満員時は小ホールにおいてモニターで視聴できます。
○保　育　あり

担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う
基地強化に反対する座間市連絡協議会事務局（渉外課内）

�046（252）8307 �046（252）0220

第
四
部
特
選
加
藤
茜
さ
ん
の
作
品

「
健
康
長
寿
の
国
づ
く
り
」

第
一
部
特
選
中
村
百
花
さ
ん
の
作
品

「
か
ぶ
と
虫
の
せ
い
ち
ょ
う
と
力
く
ら
べ
」

第
二
部
特
選
武
藤
優
花
さ
ん
の
作
品

「
広
こ
く
い
っ
ぱ
い
」
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